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第７表 エネルギーの使用の合理化に関する判断の基準の遵守状況等 
共通的な取組 

対象項目  

取組方針の 
作成とその効果等 

の把握 

取組方針の策定 
□策定している 
□策定していない 

責任者の設置 
□すべてで配置し

ている 
□一部配置してい

ない 
□全く配置してい

ない 

計画の策定 
 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

報告と指示 
 
□すべてで実施している 
□一部で実施している 
□実施していない 

社内研修体制の整

備 
 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

エネルギー使用実

態等のより正確な

把握 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□0％ 

エネルギー使用

実態等の把握方

法の定期的確認 
 
□実施している 
□実施していな

い 

算定方法 
※割合の多いものを選択 
 
□提供なし 
□提供あり－燃料法 
□提供あり－燃費法 
□提供あり－トンキロ法 

輸送効率向上の 
ための措置 

商品や荷姿の標準

化 
□該当なし 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

製品や包装資材の

軽量化、小型化 
□該当なし 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□0％ 

貨物の輸送距離

の短縮 
 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□0％ 

道路混雑時の貨物の輸送

の見直し 
 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□0％ 

計画的な貨物の輸

送の実施 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□0％ 
 

   

準荷主との連携 

貨物の輸送頻度等

の見直し 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□0％ 
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大口貨物（主に BtoB） 有  ・   無 
対象項目  

大口貨物の 
配送効率向上 

積み合わせ輸送の

実施 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

適正車種の選択 
 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

時間的猶予の確保 
 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

エコドライブの推

進 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

輸送効率の良い事

業用貨物自動車の

活用 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

鉄道および船舶の

活用の推進 
 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

車両等の大型化 
 
 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□0％ 

 

 
小口貨物（主に BtoC） 有  ・   無 

対象項目  

小口貨物の 
配送効率向上 

日時や受取場所の指定 
 
□輸送事業者が対応不可 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

日時や受取場所の通知・変

更への対応 
□輸送事業者が対応不可 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

同梱やまとめ送りの促進 
 
□該当なし 
□100％実施 
□75％実施 
□50％実施 
□25％実施 
□ 0％ 

再配達削減のため

の取組（自由記載） 
 

消費者のへの啓発

（自由記載） 
 

 
 
 
第８表 その他エネルギーの使用の合理化等に関し実施した措置 
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